
、

?f ／

先
回
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
江
戸
城
多
門
櫓
文
書
』
の
中
か
ら
土

こ
且
ノ
の

岐
長
元
家
由
緒
害
な
ど
を
紹
介
し
た
。
同
史
料
群
に
は
、
こ
の
外
に
河
野
平

（
一
）

之
丞
・
曲
直
瀬
養
安
院
家
に
関
す
る
由
緒
書
な
ど
が
あ
る
。
曲
直
瀬
家
の
史

料
に
つ
い
て
も
、
『
漢
方
の
臨
床
』
第
三
六
巻
第
十
号
（
一
九
八
九
）
に
紹

介
し
て
あ
る
。
今
回
は
、
河
野
家
の
由
緒
書
を
中
心
に
関
係
史
料
も
紹
介
す

る
（
『
江
戸
城
多
門
櫓
文
書
』
の
閲
覧
の
際
は
、
「
多
門
・
史
料
番
号
」
で
請

求
）
。史
料
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
字
体
な
ど
史
料
に
忠
実
に
直
し
、
（
）
内

は
著
者
の
注
で
あ
る
。

河
野
家
は
、
幕
府
初
期
以
来
の
内
科
の
著
名
な
医
員
で
あ
る
。
河
野
家
の

出
自
は
、
『
多
門
櫓
文
書
』
の
『
河
野
家
由
緒
書
』
（
以
後
『
由
緒
書
』
と
略

す
）
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
『
書
家
藩
翰
譜
』
二
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

請
求
番
号
一
五
五
’
六
八
）
を
見
る
と
（
句
読
点
は
著
者
注
）
、

河
野
氏
〈
孝
霊
天
皇
の
後
畜
に
し
て
越
智
を
姓
と
す
。
新
太
夫
通
陸
を

中
興
の
祖
と
す
。
往
昔
方
世
を
伊
豫
の
国
に
領
し
、
天
正
年
中
に
河
野

四
郎
通
信
か
時
に
い
た
り
、
秀
吉
公
の
為
に
伊
豫
の
国
を
は
な
れ
正
統

断
絶
せ
り
。
其
族
に
河
野
治
傳
と
い
ふ
〈
、
伊
予
の
国
宇
摩
郡
に
居
住

せ
り
、
通
信
家
断
絶
の
後
食
邑
を
失
ふ
と
い
へ
共
、
猶
宇
摩
郡
に
あ
り

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
三
）

ｌ
河
野
平
之
丞
家
由
緒
書
な
ど
Ｉ

〉
ｆ
ル
シ
．
一
》

／
く

づ
〃
仁

香
取
俊
光

け
る
か
、
天
正
十
六
年
戊
子
の
春
に
や
妻
子
を
率
て
洛
陽
に
出
た
り
。

治
傳
に
女
子
三
人
男
子
壱
人
を
も
て
り
。
其
内
末
女
〈
（
拾
頭
）
崇
源
院

殿
（
徳
川
秀
忠
室
浅
井
氏
）
の
侍
女
と
な
り
、
江
府
に
下
向
し
、
寛
永

三
年
（
拾
頭
）
崇
源
院
殿
御
逝
去
の
後
に
〈
、
猶
柳
営
に
あ
り
て
比
丘
尼

と
な
り
、
寿
林
と
称
し
大
奥
の
覇
も
の
た
り
。
亦
治
傳
方
男
子
〈
、
幼

き
よ
り
瞥
業
に
深
く
志
し
、
又
治
傳
方
業
を
継
て
命
声
益
世
に
高
し
。

こ
坐
に
於
て
関
東
に
下
向
し
、
元
和
六
年
庚
申
の
十
二
月
四
日
（
拾
頭
）

台
徳
公
（
徳
川
秀
忠
）
に
召
出
さ
れ
、
侍
豐
に
め
し
加
へ
ら
れ
て
名
を

河
野
松
安
と
号
し
、
年
俸
三
百
俵
を
下
さ
れ
、
寛
永
五
年
戊
辰
の
夏
五

月
九
日
大
蔵
卿
法
印
に
叙
せ
ら
る
。
同
九
年
壬
申
の
春
莞
御
に
依
て

御
遣
物
及
金
子
を
下
さ
れ
、
是
よ
り
（
拾
頭
）
大
猷
公
（
徳
川
家
光
）
に

仕
ふ
奉
り
け
る
か
、
慶
安
元
年
戊
子
の
四
月
八
日
に
死
去
せ
り
。
遣
骨

を
相
州
鎌
倉
建
長
寺
の
塔
中
正
統
庵
に
葬
り
、
法
塔
〈
松
安
院
河
野
良

仙
法
印
と
号
し
け
り
。
（
後
略
）

と
、
も
と
越
智
を
姓
と
し
伊
予
国
（
愛
媛
県
）
宇
摩
郡
に
居
住
し
て
い
た
。

元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
十
二
月
四
日
、
『
由
緒
書
』
の
元
祖
松
安
が
二
代

将
軍
徳
川
秀
忠
に
召
し
出
き
れ
て
、
江
戸
幕
府
の
医
員
に
任
命
さ
れ
た
。
一

一

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
（
一
三
三
頁
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九

六
五
。
以
後
『
諸
家
譜
』
と
略
す
）
の
系
譜
の
前
書
に
、

今
の
呈
譜
に
、
刑
部
大
輔
通
宣
が
男
左
京
大
夫
通
昌
其
男
五
郎
左
衛
門

う
主

通
長
後
越
後
守
と
穂
し
、
伊
豫
國
宇
摩
郡
に
住
す
。
其
男
五
郎
左
衛
門

通
明
同
郡
に
住
す
。
其
男
五
郎
左
衛
門
通
縄
郷
里
を
去
て
三
河
國
に
い

た
り
、
東
照
宮
（
徳
川
家
康
）
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
天
正
十
六
年

彼
地
に
を
い
て
死
す
。
そ
の
男
を
松
安
通
幸
な
り
と
い
ふ
。
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と
人
名
が
詳
し
く
見
え
る
。
『
諸
家
譜
』
は
、
系
図
に
『
由
緒
書
』
の
元
祖

松
安
の
父
と
し
て
治
伝
が
見
え
、
「
伊
予
国
宇
麻
郡
に
住
し
、
天
正
十
六
年

妻
子
を
携
へ
て
京
師
に
住
居
す
。
」
と
傍
注
が
添
え
て
あ
る
。

元
祖
松
安
が
、
幕
府
の
医
員
に
召
し
出
さ
れ
る
以
前
の
記
載
は
『
諸
家
譜
』

に
詳
し
い
。
『
諸
家
譜
』
に
、
松
安
は
最
初
小
早
川
隆
景
に
仕
え
、
朝
鮮
の

役
に
従
い
朝
鮮
に
て
三
因
方
を
獲
得
し
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
獲
得
し
た
三

因
方
は
同
家
で
幕
末
ま
で
所
蔵
し
て
お
り
、
『
由
緒
書
』
に
九
代
目
平
之
丞

の
事
蹟
と
し
て
、

嘉
永
癸
丑
六
年
五
月
廿
六
日
朝
鮮
国
傳
来
之
宋
板
三
因
方
書
学
館
汀
相

納
候
一
一
付
白
銀
拾
五
枚
被
下
置

と
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
五
月
二
十
六
日
に
医
学
館
へ
寄
贈
し
た
と
書

か
れ
て
い
る
。

通
幸
は
、
の
ち
長
崎
に
住
ん
で
医
学
を
学
び
、
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）

十
二
月
四
日
に
幕
府
に
召
し
出
さ
れ
、
三
代
将
軍
家
光
に
仕
え
た
と
あ
る
。

こ
の
時
、
『
諸
家
譜
』
に
「
廩
米
四
百
俵
」
を
賜
う
と
あ
る
が
（
『
害
家
藩
翰

譜
』
で
は
三
百
俵
）
、
『
由
緒
書
』
に
は
、
「
被
召
出
上
総
国
長
柄
郡
千
沢

村
栗
生
野
村
之
内
同
郡
山
辺
郡
台
方
村
福
俵
村
之
内
五
百
石
知
行
拝
領
仕

（
一
一
）

候
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
徳
川
実
紀
』
同
日
条
に
は
、

河
野
松
安
通
幸
は
・
遊
學
し
て
長
崎
に
あ
り
し
を
め
し
て
。
侍
書
に
命

ぜ
ら
れ
。
釆
邑
四
百
石
給
ふ
。

と
あ
り
、
そ
の
高
は
五
百
か
四
百
か
疑
問
が
残
る
。
『
諸
家
譜
』
の
記
載
を

更
に
見
て
い
く
と
、
二
代
目
良
以
通
宗
が
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
十
二

月
二
十
三
日
に
廩
米
百
俵
の
加
増
が
あ
っ
た
と
あ
る
。
『
徳
川
実
紀
』
同
日

条
に
も
、

奥
瞥
河
野
良
以
通
宗
百
俵
加
へ
ら
る
。

と
あ
る
。
更
に
、
三
代
目
松
安
通
房
が
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
七
月
二
十

な
が
ら
や
堂
ぺ

六
日
廩
米
五
百
俵
を
領
地
に
改
め
ら
れ
、
上
総
国
長
柄
郡
・
山
辺
郡
の
内
に

五
百
石
の
領
地
を
賜
っ
た
と
い
う
。
『
徳
川
実
紀
』
同
日
条
に
は
、

け
ふ
布
衣
以
上
の
諸
有
司
に
令
せ
ら
る
上
は
。
五
百
俵
以
上
の
輩
。
廩

米
を
釆
邑
に
か
へ
下
さ
る
べ
し
と
あ
り
。

と
、
こ
の
触
れ
に
よ
っ
て
河
野
家
も
廩
米
を
釆
邑
（
領
地
）
に
替
え
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
最
初
に
賜
っ
た
の
は
領
地
で
は
な

く
廩
米
（
給
料
）
四
百
俵
で
、
次
に
百
俵
の
加
増
が
あ
り
、
合
計
五
百
俵
が

最
後
に
領
地
五
百
石
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
経
緯
が
、
『
由
緒
書
』

で
は
ま
と
め
ら
れ
て
最
初
に
書
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
通

房
は
、
七
代
将
軍
家
継
の
病
に
薬
を
奉
り
日
を
経
ず
快
復
に
つ
き
、
正
徳
五

年
（
一
七
一
五
）
九
月
六
日
に
廩
米
五
百
俵
を
賜
り
（
『
由
緒
書
』
に
は
加

増
は
廩
米
で
は
な
く
領
地
五
百
石
を
上
総
国
姉
ケ
崎
村
浅
山
村
内
に
賜
っ
た

と
あ
る
）
、
死
去
と
共
に
収
公
さ
れ
た
。
『
徳
川
実
紀
』
に
は
、
奥
医
数
原
元

長
院
宗
達
・
森
宗
乙
玉
山
・
今
井
元
昌
某
・
村
上
養
純
正
信
に
加
恩
の
記
事

は
あ
る
が
通
房
の
名
は
見
え
な
い
。

河
野
家
の
居
屋
敷
は
、
『
由
緒
書
』
の
元
祖
松
安
の
事
蹟
の
中
に
、

始
松
安
被
召
出
候
節
居
屋
敷
無
御
座
侯
一
一
付
由
緒
御
座
候
而
堀
田
加

賀
守
（
正
盛
）
屋
敷
内
一
一
罷
在
相
勤
申
候
其
後
屋
鋪
地
相
願
可
申
旨
御

沙
汰
二
付
愛
宕
下
廣
小
路
二
而
屋
敷
拝
領
仕
候
則
唯
今
之
居
屋
敷
二
而

御
座
候

と
、
初
め
居
屋
敷
は
な
か
っ
た
が
、
由
緒
が
あ
っ
て
堀
田
加
賀
守
正
盛
の
屋

敷
内
に
住
ん
で
い
た
。
次
に
、
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
愛
宕
下
広
小
路
（
現
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在
の
港
区
新
橋
一
’
三
丁
目
、
東
新
橋
一
丁
目
辺
り
）
に
居
屋
敷
を
拝
領

し
、
幕
末
ま
で
同
所
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
『
江
戸
城
下
武
家
屋
敷
名
鑑
』
上

（
三
一
）

巻
、
人
名
篇
（
一
七
八
’
九
頁
、
原
書
房
、
一
九
八
八
）
で
も
、
次
の
年
代

に
幸
橋
門
外
・
愛
宕
下
芝
口
之
内
に
屋
敷
と
あ
る
の
で
こ
の
事
が
確
認
で
き

ヲ
○
．

河
野
了
意
：
．
延
宝
年
中
（
一
六
七
三
’
一
六
八
一
）
・
元
禄
三
年

河
野
松
庵
・
：
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
・
元
禄
十
三
年
（
一
七
○
○
）
・

宝
永
年
中
（
一
七
○
四
’
一
七
二
）

河
野
良
以
…
享
保
年
中
（
一
七
一
六
’
一
七
三
六
）
・
寛
政
六
年
（
一
七

九
四
）
・
文
化
七
年
（
一
七
九
四
）

河
野
了
（
良
）
庵
…
天
保
元
寅
年
（
一
八
三
○
）

ま
た
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
『
武
鑑
』
の
近
習
医
師
の
項
に
、

五
百
俵
さ
い
わ
い
は
し
河
野
良
以

と
あ
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
『
武
鑑
』
の
惣
医
師
の
項
に
も
、

五
百
石
幸
橋
外
河
野
良
意

と
あ
る
、
し
か
し
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
『
武
鑑
」
の
奥
医
師
並
の

項
に
は
、五
百
石
あ
か
さ
か
河
野
松
庵

と
あ
り
、
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
「
武
鑑
」
の
惣
医
者
の
項
に
は
、

五
百
石
お
な
り
は
し
河
野
松
庵
法
眼

と
も
あ
る
。

河
野
家
の
葬
地
は
、
元
祖
松
安
通
幸
の
時
よ
り
鎌
倉
の
建
長
寺
正
統
庵
で

あ
る
。

河
野
了
意
：
．
延
宝
年
中
（

（
一
六
九
○
）

以
下
『
由
緒
書
』
を
紹
介
し
て
い
く
。

一
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
五
月
十
二
日
『
河
野
平
之
丞
由
緒
書
』

（
多
門
櫓
二
三
七
一
）

（
「
」
内
端
裏
書
）

「
河
野
平
之
丞
養
子
惣
領

河
野
良
賢
」

由
緒
書

大
猷
院
様
（
徳
川
家
光
）
御
代

（
通
幸
力
）

一
元
祖
鉢
率
共
伊
豫

河
野
松
安
法
印
死

元
和
六
年
庚
申
十
二
月
四
日
被
召
出
上
総
国
長
柄
郡
千
澤
村
栗
生
野
村

之
内
同
郡
山
邉
郡
臺
方
村
福
俵
村
之
内
五
百
石
知
行
拝
領
仕
候
（
拾
頭
）
大

猷
院
様
御
側
書
被
仰
付
御
上
役
被
仰
付
候

寛
永
五
年
戊
辰
五
月
九
日
直
一
一
法
印
被
仰
付
同
十
一
年
申
戌
七
月
十
一

日
（
平
出
）
御
上
洛
之
節
御
供
仕
同
十
三
年
丙
子
四
月
三
日
（
拾
頭
）
日
光
御

社
参
之
節
御
供
仕
候

始
松
安
被
召
出
候
節
居
屋
敷
無
御
座
候
一
一
付
由
緒
御
座
候
而
堀
田
加
賀

守
（
正
盛
）
屋
敷
内
一
一
罷
在
相
勤
申
候
其
後
屋
鋪
地
相
願
可
申
旨
御
沙
汰

｝
一
付
愛
宕
下
廣
小
路
一
一
而
屋
敷
拝
領
仕
候
則
唯
今
之
居
屋
敷
一
一
而
御
座
候

慶
安
元
年
戊
子
四
月
八
日
病
死
仕
候
歳
六
十
七

翠
ら
む
ね

大
猷
院
様
御
代
河
野
松
安
法
印
死
惣
領
（
通
宗
）

一
二
代
目
河
野
良
以
法
印
死

寛
永
十
一
年
申
戌
七
月
十
一
日
（
拾
頭
）
大
猷
院
様
御
上
洛
之
節
父
与
松

安
同
御
供
仕
候
同
十
三
年
丙
子
四
月
三
日
（
日
光
山
に
詣
た
ま
う
時
も
従
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翠
ら
ふ
さ

常
憲
院
様
《
徳
川
綱
吉
）
御
代
河
野
良
以
法
印
死
議
鍾
廉
死

一
三
代
目

延
寳
七
己
未
年
月
日
不
詳
家
督
相
続
仕
寄
合
被
仰
付
候
（
拾
頭
）
常
憲
院
様

御
代
元
禄
三
庚
午
年
九
月
日
不
詳
候
松
安
家
業
不
精
一
一
付
小
普
請
入
被
仰

付
候
価
松
安
勤
学
励
家
業
同
六
年
癸
酉
五
月
日
不
詳
侯
家
業
出
精
之
段
達

（
平
出
）
上
聞
表
御
番
被
仰
付
同
七
年
申
戌
十
一
月
日
不
詳
侯
松
安
療
治
繁

多
相
勤
候
二
付
表
御
番
被
遊
御
免
寄
合
被
仰
付
同
二
月
己
卯
十
二
月

十
八
日
法
眼
被
仰
付

元
禄
十
五
年
壬
午
年
十
二
月
晦
日
越
後
国
長
岡
城
主
牧
野
駿
河
守
（
忠
寿
）

於
在
所
病
気
願
二
付
同
十
六
年
癸
未
正
月
朔
日
江
戸
發
足
同
月
九
日
長
岡

江
着
仕
療
治
仕
候
虚
駿
河
守
病
気
平
復
二
付
同
月
十
六
日
長
岡
發
足
仕
同

月
廿
五
日
歸
府
仕
候
寛
（
宝
力
）
永
三
丙
戌
年
四
月
日
不
詳
候
奥
醤
師
被

仰
付
同
四
年
丁
亥
十
二
月
十
八
日
法
印
被
仰
付
候
（
拾
頭
）
文
昭
院
様

（
徳
川
家
宣
）
西
丸
二
被
為
入
候
節
御
麻
疹
被
遊
松
安
江
御
調
薬
候
儀
被

仰
付
候
同
六
年
己
丑
正
月
搭
頭
）
常
憲
院
様
莞
御
後
（
拾
頭
）
瑞
春
院
様

御
用
被
仰
付
候

同
六
年
己
丑
二
月
丹
波
国
亀
山
城
主
板
倉
周
防
守
（
重
冬
）
於
在
所
病
気

い
奉
る
…
『
諸
家
譜
』
よ
り
増
補
）

慶
安
元
年
戊
子
月
日
不
詳
侯
家
督
相
續
父
松
安
遣
領
無
相
違
被
下
置
年
号
月
日

不
詳
侯
（
拾
頭
）
厳
有
院
様
（
徳
川
家
綱
）
御
側
醤
被
仰
付
承
應
三
年
甲
午

十
二
月
晦
日
法
眼
被
仰
付
寛
文
元
年
辛
牛
十
二
月
’
二
日
御
上
役
被

仰
付
同
八
年
戊
申
十
二
月
廿
八
日
法
印
被
仰
付
候
延
寳
七
己
未
年
七
月

十
七
日
病
死
仕
候
歳
六
十
一

華
ら
や
す

河
野
松
庵
法
印
死
惣
領
始
良
以
亦
庵
（
通
休
）

一
四
代
目
河
野
仙
壽
院
法
印
死

（
拾
頭
）
常
憲
院
様
御
代
元
禄
十
二
年
己
卯
三
月
十
五
日
初
而
御
目
見
仕
候

寳
永
六
年
己
丑
正
月
日
不
詳
候
（
拾
頭
）
浄
光
院
様
御
不
例
之
節
被
召
御
伺

被
仰
付
同
年
庚
寅
四
月
廿
六
日
父
松
庵
願
之
通
隠
居
被
仰
付
家
督
無

願
一
一
付
被
仰
付
同
廿
三
日
江
戸
發
足
仕
同
廿
九
日
亀
山
江
着
仕
療
治
仕

候
虚
大
病
二
付
三
月
二
日
辞
退
仕
候
得
共
周
防
守
家
人
等
達
而
療
治
所
望

一
一
付
其
趣
を
以
江
戸
江
申
上
候
所
同
月
八
日
御
奉
書
到
来
仕
猶
又
療
治
仕

候
得
共
兎
角
用
薬
不
應
候
故
同
廿
三
日
相
改
亀
山
發
足
仕
四
月
朔
日
歸
府

仕
候
同
七
年
庚
寅
四
月
廿
六
日
願
之
通
隠
居
被
仰
付
家
督
無
相
違
忰
良
以
江

被
下
置
候

正
徳
元
年
辛
卯
四
月
大
和
国
郡
山
城
主
本
多
能
登
守
（
忠
常
力
）
於
在
所

病
気
願
一
一
付
同
十
四
日
江
戸
發
足
仕
同
十
九
日
遠
州
市
野
迄
罷
越
候
虚
能

登
守
死
去
之
旨
申
来
候
｛
一
付
其
所
右
罷
帰
申
候
同
月
廿
四
日
歸
府
仕
侯

同
年
五
月
越
前
国
主
松
平
兵
部
大
輔
（
正
親
、
吉
品
）
於
国
許
病
気
願
一
一

付
被
仰
付
同
二
日
江
戸
發
足
仕
同
月
十
三
日
越
前
江
着
仕
療
治
仕
候
所

日
食
順
快
仕
候
一
一
付
同
六
月
廿
日
歸
府
仕
候
同
五
年
乙
未
七
月
日
不
詳
候

（
拾
頭
）
有
章
院
様
（
徳
川
家
継
）
御
不
例
之
節
隠
居
仕
罷
在
候
虚
被
為

召
御
薬
差
上
候
様
被
仰
付
則
差
上
候
虚
不
日
御
平
復
被
遊
候
同
九
月

日
不
詳
候
為
御
祝
儀
於
上
総
国
姉
ヶ
崎
村
浅
山
村
五
百
石
知
行
拝
領
仕
候
同

年
松
庵
依
病
気
（
平
出
）
御
城
内
駕
御
免
被
遊
候
月
日
不
詳
候

享
保
三
年
戊
戌
七
月
四
日
病
死
仕
候
歳
六
十
五
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相
違
仙
寿
院
江
被
下
置
寄
合
被
仰
付
候
旨
井
上
河
内
守
（
正
岑
）
被

仰
渡
候
同
年
七
月
十
一
日
家
督
御
攪
於
山
吹
間
壱
束
壱
巻
献
上
御
攪
申
上

候
正
徳
五
年
乙
未
六
月
相
良
近
江
守
（
長
興
）
在
所
江
發
足
之
虚
於
戸
塚

騨
病
気
願
二
付
同
月
十
五
日
江
戸
發
足
仕
朝
戸
塚
江
着
仕
療
治
仕
候
得
共

験
無
御
座
侯
一
一
付
同
月
廿
五
日
父
松
庵
亦
戸
塚
一
一
来
同
廿
七
日
松
庵
仙
寿

院
父
子
之
内
壱
人
帰
府
可
仕
旨
御
奉
書
到
来
仕
候
一
一
付
松
庵
戸
塚
發
足
仕

同
廿
九
日
歸
府
仕
候
然
ル
所
近
江
守
大
病
二
付
相
断
七
月
朔
日
仙
寿
院
歸

府
仕
候
同
六
年
丙
申
四
月
廿
八
日
（
拾
頭
）
有
章
院
御
不
例
之
節
御
伺
被

仰
付
御
薬
差
上
申
候
莞
御
後
（
拾
頭
）
月
光
院
様
（
家
継
母
勝
田
氏
）
御
用

被
仰
付
候
年
号
月
日
不
詳
候

享
保
元
年
丙
申
十
二
月
十
八
日
法
眼
被
仰
付
同
三
年
戊
戌
閏
十
月
（
拾
頭
）

有
徳
院
様
（
徳
川
吉
宗
）
奥
御
醤
師
被
仰
付
同
年
十
二
月
十
三
日
御
上

役
被
仰
付
候
同
六
年
辛
丑
十
二
月
越
前
国
主
松
平
伊
豫
守
（
吉
邦
）
於

国
許
病
気
願
一
一
付
被
仰
付
同
月
七
日
御
奉
書
到
来
即
登
城
仕
候
虚

上
意
之
趣
仙
寿
院
雛
不
被
遣
他
越
前
家
之
儀
者
格
別
之
御
儀
故
被
遣
候
旨

被
仰
付
同
八
日
江
戸
発
足
仕
旅
行
仕
候
虎
伊
豫
守
死
去
之
旨
申
来
候
二
付

途
中
方
罷
歸
同
十
日
歸
府
仕
候
同
十
一
年
丙
午
三
月
廿
七
日
総
州
小
金
原

御
鹿
狩
之
節
御
供
仕
候
同
十
三
年
戊
申
四
月
（
拾
頭
）
日
光
御
社
参
之
節
御

供
仕
候
黄
金
五
枚
拝
領
仕
候

同
十
九
年
甲
寅
十
二
月
十
八
日
法
印
被
仰
付
候
是
迄
代
を
法
印
被
仰

付
候
而
茂
院
号
不
相
用
申
侯
間
先
格
之
通
相
心
淳
可
申
哉
之
旨
奉
伺
候
所

（
平
出
）
思
召
を
以
院
号
相
用
候
様
被
仰
出
候
二
付
仙
寿
院
与
相
改
申
候

元
文
二
年
丁
巳
五
月
廿
二
日
（
拾
頭
）
竹
千
代
様
（
徳
川
家
治
）
御
誕
生
之

節
御
用
相
勤
候
一
一
付
時
服
三
貫
金
拾
枚
拝
領
仕
候
別
一
一
白
銀
百
枚
拝
領
仕

候
同
三
年
戊
午
月
日
不
詳
候
痛
所
｝
一
付
（
平
出
）
御
城
内
篤
被
遊
御
免
候
寛

保
三
亥
年
五
月
十
四
日
願
之
通
隠
居
被
仰
付
隠
居
料
弐
百
俵
被
下
置
折

を
為
伺
（
平
出
）
御
機
嫌
登
（
平
出
）
城
可
仕
旨
被
仰
付
家
督
無
相
違
忰
良

以
江
被
下
置
候
松
庵
隠
居
後
（
拾
頭
）
有
章
院
様
御
不
例
之
節
御
薬
差
上
御

快
復
為
御
祝
儀
被
下
置
候
上
総
国
一
両
姉
ヶ
崎
村
浅
山
村
五
百
石
之
知
行

松
庵
死
去
｝
一
付
上
り
侯
段
享
保
三
戊
年
十
月
十
九
日
石
川
近
江
守
殿
（
総

茂
）
被
仰
渡
候
寛
保
三
子
年
二
月
廿
三
日
病
死
仕
候
歳
六
十
八

私
ら
よ
り

河
野
仙
壽
院
法
印
死
五
男
始
良
以
亦
松
庵
（
通
頼
）

一
玄
祖
父
（
五
代
目
）
河
野
仙
壽
院
法
印
死

（
拾
頭
）
有
徳
院
様
御
代
享
保
十
六
年
辛
亥
二
月
廿
二
日
初
而
（
平
出
）
御
目

見
仕
翌
子
年
七
月
五
節
句
月
次
出
仕
之
儀
奉
願
候
虚
願
之
通
被
仰
付
候

享
保
二
十
年
乙
卯
十
一
月
廿
七
日
（
拾
頭
）
利
根
姫
御
用
被
仰
付
元
文
二

年
丁
巳
二
月
二
日
摺
頭
）
月
光
院
様
御
用
被
仰
付
同
三
月
十
一
日
（
平
出
）

西
丸
御
廣
鋪
御
用
被
仰
付
候
寛
保
三
年
亥
五
月
十
四
日
父
仙
寿
院
願
之

通
隠
居
被
仰
付
家
督
無
相
違
忰
良
以
江
被
下
置
寄
合
被
仰
付
候
同
年

九
月
十
三
日
家
督
之
御
攪
壱
束
壱
巻
献
上
仕
於
山
吹
間
御
攪
申
上
候
延
享

元
年
子
五
月
廿
日
（
平
出
）
御
本
丸
御
廣
鋪
御
用
被
仰
付
候

同
年
六
月
六
日
津
軽
出
羽
守
（
信
著
）
於
在
所
病
気
願
｜
一
付
被
仰
付
同

日
江
戸
發
足
仕
候
虚
出
羽
守
死
去
之
段
道
中
奥
州
八
町
目
騨
一
一
而
承
知
仕

候
一
一
付
其
場
所
方
引
返
同
月
十
六
日
歸
府
仕
候
寛
延
三
年
午
十
一
月
十
五

日
（
拾
頭
）
惇
信
院
様
（
徳
川
家
重
）
奥
御
瞥
師
被
仰
付
同
年
十
二
月
十

八
日
法
眼
被
仰
付
候
同
四
年
未
四
月
廿
六
日
（
拾
頭
）
有
徳
院
様
御
病
中

御
伺
被
仰
付
候
寳
暦
六
年
子
七
月
廿
九
日
（
拾
頭
）
千
代
姫
君
様
御
誕
生

（99）299



為
御
祝
儀
黄
金
三
枚
拝
領
仕
候
（
拾
頭
）
惇
信
院
様
莞
御
迄
相
勤
申
侯

同
十
一
年
巳
八
月
四
日
（
拾
頭
）
竣
明
院
様
（
徳
川
家
治
）
奥
御
雷
師
被

仰
付
同
月
廿
一
日
（
拾
頭
）
萬
寿
姫
君
様
御
誕
生
為
御
祝
儀
黄
金
三
枚
拝
領

仕
候
同
十
二
年
午
六
月
十
九
日
（
拾
頭
）
心
観
院
様
（
家
治
母
閑
院
五
十
宮

倫
子
）
御
不
例
一
一
付
御
薬
差
上
候
様
被
仰
付
差
上
候
虚
早
速
被
遊
御
全

快
候
一
一
付
同
七
月
十
八
日
為
御
祝
儀
（
拾
頭
）
心
観
院
様
方
白
銀
弐
拾
枚
拝

領
仕
候
（
拾
頭
）
凌
明
院
様
方
茂
骨
折
相
勤
早
速
被
遊
御
全
快
様
為
御
祝
儀

御
内
盈
以
思
召
於
大
奥
（
拾
頭
）
御
前
黄
金
拾
枚
拝
領
仕
候
同
年
十
月
（
拾
頭
）

孝
恭
院
様
（
家
治
子
家
基
）
御
誕
生
御
用
相
勤
候
二
付
十
一
月
九
日
於
土

圭
間
黄
金
拾
枚
時
服
三
拝
領
仕
候
（
拾
頭
）
心
観
院
様
方
茂
右
為
御
祝
儀
白

銀
拾
枚
縮
緬
三
巻
拝
領
仕
候
明
和
三
戌
年
十
二
月
十
九
日
法
印
被
仰
付

候
安
永
二
年
巳
十
二
月
八
日
（
拾
頭
）
没
明
院
様
御
上
被
仰
付
同
四
年
未

十
二
月
四
日
泊
御
免
被
仰
付
同
五
年
申
四
月
（
拾
頭
）
日
光
御
社
参
之
節

御
供
被
仰
付
銀
六
拾
枚
拝
領
仕
候

同
六
年
酉
十
二
月
紅
裏
被
遊
御
免
候
天
明
六
午
年
九
月
八
日
（
拾
頭
）
没

明
院
様
莞
御
迄
相
勤
同
年
閨
十
月
七
日
唯
今
迄
之
通
相
勤
侯
様
被
仰
付

候
同
七
年
未
六
月
八
日
歩
行
等
不
自
由
二
付
（
平
出
）
御
城
内
駕
御
免
被

仰
付
候
同
八
年
申
十
二
月
朔
日
御
番
御
免
被
遊
折
を
勝
手
次
第
為
窺
（
平

出
）
御
機
嫌
可
被
出
旨
被
仰
付
候
寛
政
二
年
戌
十
一
月
八
日
願
之
通
隠

居
被
仰
付
隠
居
料
弐
百
俵
被
下
置
忰
松
庵
江
家
督
無
相
違
被
下
置
候

寛
政
五
年
丑
二
月
二
日
病
死
仕
候
歳
七
十
九

死
．
ち
ひ
さ

河
野
仙
壽
院
法
印
死
二
男
（
通
久
）

一
高
祖
父
（
六
代
目
）
河
野
松
庵
法
眼
死

（
拾
頭
）
惇
信
院
御
代
寳
暦
十
辰
年
四
月
廿
八
日
初
而
（
平
出
）
御
目
見
申
上

同
月
五
節
句
月
次
出
仕
之
儀
奉
願
候
口
通
御
附
札
を
以
被
仰
付
候
明
和

九
辰
年
六
月
四
日
御
廣
敷
御
用
被
仰
付
候
同
月
廿
四
日
西
丸
御
廣

鋪
御
用
被
仰
付
同
年
七
月
十
五
日
部
屋
住
方
被
召
出
（
平
出
）
西
丸
奥

御
瞥
師
被
仰
付
同
年
十
二
月
十
八
日
法
眼
被
仰
付
候

安
永
五
年
丙
申
五
月
（
拾
頭
）
孝
恭
院
様
御
麻
診
被
遊
御
酒
湯
被
為
済
候
為

御
祝
儀
白
銀
拾
枚
時
服
二
拝
領
仕
候
（
拾
頭
）
凌
明
院
様
右
茂
紗
綾
二
巻
拝

領
仕
候
（
拾
頭
）
孝
恭
院
様
莞
御
迄
（
平
出
）
西
丸
奥
御
薔
師
相
勤
安
永
八
亥

年
四
月
十
八
日
直
一
一
（
平
出
）
御
本
丸
奥
御
醤
師
被
仰
付
候
天
明
元
年
午

五
月
廿
八
日
（
平
出
）
西
丸
奥
御
瞥
師
被
仰
付
同
六
年
午
閏
十
月
四
日

（
拾
頭
）
御
縁
女
様
（
徳
川
家
斎
室
近
衛
氏
）
御
上
被
仰
付
同
七
日
（
平
出
）

御
本
丸
江
御
供
被
仰
付
候

寛
政
二
年
戌
四
月
廿
一
日
二
丸
定
助
被
仰
付
（
拾
頭
）
蓮
光
院
様
（
家
治

側
室
津
田
信
成
女
）
御
逝
去
迄
（
寛
政
三
年
三
月
八
日
）
相
勤
申
候
尤

二
丸
定
助
之
内
茂
月
々
両
三
度
口
茂
（
平
出
）
御
本
丸
江
泊
相
勤
申
候
同
年

十
一
月
八
日
父
仙
壽
院
願
之
通
隠
居
被
仰
付
隠
居
料
弐
百
俵
被
下
置
家

督
無
相
違
松
庵
江
被
下
置
候
同
年
十
一
月
廿
五
日
家
督
御
攪
壱
束
壱
巻
獄

上
仕
於
山
吹
間
御
攪
申
上
候
同
四
子
年
四
月
十
九
日
（
拾
頭
）
貞
恭
院
様

（
田
安
宗
武
女
、
家
治
養
女
、
紀
伊
治
宝
室
）
御
附
被
仰
付
御
逝
去
迄

（
寛
政
六
年
正
月
八
日
）
相
勤
同
六
寅
年
三
月
晦
日
被
召
返
寄
合
被
仰

付
候
同
十
二
年
申
七
月
十
七
日
病
死
仕
候
歳
六
十

私
ち
あ
き
ら

河
野
松
庵
法
眼
死
三
男
（
通
明
）

一
曽
祖
父
（
七
代
目
）
河
野
良
以
法
眼
死

（
拾
頭
）
文
恭
院
様
（
徳
川
家
斉
）
御
代
天
明
六
年
午
十
二
月
七
日
初
而

（
平
出
）
御
目
見
仕
同
月
五
節
句
月
次
出
仕
之
儀
奉
願
候
虚
太
田
備
後
守
殿
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（
資
愛
）
御
附
札
を
以
願
之
通
被
仰
付
候
寛
政
八
年
辰
三
月
十
一
日
筑

後
国
柳
川
城
主
立
花
左
近
将
監
（
鑑
寿
）
於
在
所
病
気
願
二
付
被
仰
付

即
日
江
戸
發
足
仕
同
年
四
月
十
一
日
柳
川
江
着
仕
療
治
仕
候
虚
逐
日
快
方

二
者
御
座
候
得
共
手
間
取
候
様
子
｝
一
付
手
嘗
師
江
薬
方
等
申
置
同
年
五
月

朔
日
柳
川
發
足
仕
同
年
六
月
九
日
帰
府
仕
候

同
十
一
年
末
八
月
五
日
堀
田
摂
津
守
殿
（
正
衡
）
御
用
之
儀
御
座
候
一
一
付

父
松
庵
儀
登
（
平
出
）
城
仕
候
様
御
切
紙
到
来
仕
候
一
一
付
則
登
（
平
出
）
城
仕

候
虚
私
儀
害
業
出
精
之
趣
達
（
平
出
）
御
聞
一
段
之
事
一
一
（
平
出
）
思
召
猶
此

上
出
精
可
仕
旨
於
桔
梗
間
堀
田
摂
津
守
殿
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
同
十
二

年
申
十
月
六
日
父
跡
式
無
相
違
被
下
置
寄
合
被
仰
付
候
同
年
十
二
月
廿

六
日
家
督
御
攪
壱
束
壱
巻
献
上
仕
於
山
吹
間
御
攪
申
上
候
享
和
二
年
戌
正

月
廿
五
日
奥
詰
被
仰
付
同
日
二
丸
御
薬
掛
被
仰
付
候
文
化
元
年
子
三

月
廿
日
奥
御
瞥
師
被
仰
付
同
年
十
二
月
十
六
日
法
眼
被
仰
付
候
同
七

年
午
正
月
十
八
日
松
平
加
賀
守
（
前
田
斎
広
）
隠
居
肥
前
守
（
治
脩
）
於

国
許
病
気
願
二
付
被
仰
付
即
日
江
戸
發
足
仕
上
州
新
町
宿
迄
罷
越
候
虚

肥
前
守
病
死
（
廿
二
日
）
之
旨
申
越
候
一
一
付
右
場
所
方
帰
府
仕
候

同
十
年
酉
十
月
晦
日
於
西
丸
（
拾
頭
）
若
君
様
御
誕
生
被
為
在
右
為
御

祝
儀
同
年
十
一
月
十
一
日
黄
金
弐
枚
拝
領
仕
候
同
十
二
年
亥
二
月
十
七
日

於
西
丸
（
拾
頭
）
姫
君
様
御
誕
生
被
為
在
候
右
為
御
祝
儀
同
年
三
月
廿
七

日
黄
金
弐
枚
拝
領
仕
候
同
十
三
年
子
十
一
月
廿
二
日
於
西
丸
（
拾
頭
）
姫

君
様
御
誕
生
被
為
在
右
為
御
祝
儀
同
年
十
二
月
廿
二
日
黄
金
壱
枚
拝
領

仕
候
別
段
骨
折
相
勤
候
一
一
付
白
銀
弐
拾
枚
拝
領
仕
候

文
政
二
年
卯
十
月
廿
日
（
拾
頭
）
浅
姫
君
様
御
匙
被
仰
付
候
旨
於
御
談
部

屋
林
肥
後
守
殿
（
忠
英
）
被
仰
渡
候
同
七
年
申
正
月
廿
八
日
（
拾
頭
）

浅
姫
君
様
御
麻
疹
御
用
相
勤
侯
一
一
付
時
服
二
白
銀
三
拾
枚
拝
領
仕
候
同
八

年
酉
十
一
月
九
日
（
拾
頭
）
御
臺
様
（
家
斉
室
、
広
大
院
、
島
津
重
豪
女
）

御
匙
見
習
被
仰
付
候
旨
於
御
談
部
屋
土
岐
豊
前
守
殿
被
仰
渡
候
同
九
年
戌

九
月
七
日
（
拾
頭
）
浅
姫
君
様
御
産
御
用
相
勤
候
｝
一
付
黄
金
五
枚
被
下
置
候

旨
於
土
圭
間
大
久
保
加
賀
守
殿
（
忠
顕
）
被
仰
渡
拝
領
仕
候
同
年
十
月

朔
日
（
拾
頭
）
御
簾
中
様
御
匙
手
代
り
被
仰
付
候
旨
於
御
談
部
屋
土
岐
豊

前
守
殿
被
仰
渡
候
同
年
十
二
月
四
日
（
拾
頭
）
文
姫
君
様
御
匙
被
仰
付
候

旨
於
御
談
部
屋
白
須
賀
甲
斐
守
殿
（
政
徳
力
）
被
仰
渡
候
同
十
一
年
子
十

二
月
十
七
日
病
死
仕
候
歳
六
十
二

河
野
良
以
法
眼
死
惣
領

一
祖
父
（
八
代
目
）
河
野
良
庵
法
眼
死

（
拾
頭
）
文
恭
院
様
御
代
文
化
五
年
辰
十
二
月
七
日
初
而
（
平
出
）
御
目
見
仕

同
年
同
月
九
日
年
始
五
節
句
月
次
出
仕
之
儀
奉
願
候
虚
同
月
十
一
日
願
之

通
被
仰
付
候
同
八
年
未
十
二
月
十
二
日
瞥
業
出
精
之
段
達
（
拾
頭
）
上
聞

一
段
之
事
一
一
候
猶
又
出
精
可
致
御
書
付
を
以
堀
田
摂
津
守
殿
父
良
以
江
於

土
圭
間
被
仰
渡
候
同
十
三
年
五
月
九
日
御
廣
敷
女
中
病
用
被
仰
付
候
文

政
六
年
未
四
月
廿
四
日
奥
御
薔
師
見
習
被
仰
付
候
同
八
年
酉
十
月
晦
日

（
拾
頭
）
浅
姫
君
様
御
住
居
江
罷
出
繁
々
御
診
仕
候
様
京
極
周
防
守
殿
御
書

付
を
以
被
仰
渡
候
同
十
一
年
子
七
月
廿
四
日
（
拾
頭
）
浅
姫
君
様
御
匙
手
代

り
被
仰
付
同
十
二
年
丑
三
月
五
日
父
跡
式
無
相
違
被
下
置
候
旨
青
山
下

野
守
殿
（
忠
裕
）
被
仰
渡
候
同
日
（
拾
頭
）
文
姫
君
様
御
住
居
江
繁
を
為
御
診

罷
出
候
様
御
言
付
を
以
堀
大
和
守
殿
（
親
毒
）
被
仰
渡
候
同
月
十
日
奥
御

醤
師
被
仰
付
候
同
月
十
五
日
家
督
御
禮
壱
束
壱
巻
献
上
仕
候
於
山
吹
之
間

御
攪
申
上
侯
同
日
（
拾
頭
）
浅
姫
君
様
御
匙
被
仰
付
候
旨
於
御
部
屋
土
岐
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河
野
良
庵
法
眼
死
惣
領
始
良
以

一
養
父
（
九
代
目
）
河
野
平
之
丞
死

天
保
三
壬
辰
年
四
月
三
日
父
跡
式
無
相
違
被
下
置
候
旨
於
菊
之
間
御
老
中

御
列
座
水
野
出
羽
守
殿
（
忠
義
）
被
仰
渡
家
格
之
通
寄
合
罷
成
可
申
旨
御

書
付
を
以
被
仰
渡
同
年
九
月
廿
一
日
家
督
之
御
攪
壱
束
壱
巻
病
気
二
付
以

使
者
献
上
仕
同
八
丁
酉
年
三
月
廿
八
日
（
拾
頭
）
文
恭
院
様
御
代
初
而
（
平
出
）

御
目
見
仕
同
年
四
月
二
日
年
始
五
節
句
月
次
出
仕
之
儀
奉
伺
候
処
同
日
伺

之
通
以
御
附
札
被
仰
渡
候
（
拾
頭
）
慎
徳
院
様
（
徳
川
家
慶
）
御
代
嘉
永

二
乙
酉
年
十
二
月
十
六
日
日
光
（
平
出
）
御
門
主
御
登
山
之
節
御
差
添
被

仰
付
候
旨
於
御
祐
筆
部
屋
縁
頬
遠
藤
但
馬
守
殿
（
胤
統
）
被
仰
渡
同
月
廿

六
日
發
足
同
三
戌
年
正
月
廿
四
日
歸
府
仕
候
（
拾
頭
）
慎
徳
院
様
御
代
嘉
永

六
癸
丑
年
五
月
廿
六
日
朝
鮮
国
傅
来
之
宋
板
三
因
方
豐
学
館
江
相
納
御
二

付
白
銀
拾
五
枚
被
下
候
旨
於
御
祐
筆
部
屋
縁
頬
遠
藤
但
馬
守
殿
被
仰
渡
拝

領
仕
候
文
久
三
丙
亥
年
正
月
諏
訪
因
幡
守
殿
江
蓄
髪
奉
願
候
処
同
月
十
七

日
願
之
通
蓄
髪
被
仰
付
身
分
之
儀
者
是
迄
之
通
可
相
心
得
旨
御
書
付
を

以
被
仰
渡
候
慶
應
三
丁
卯
年
五
月
十
一
日
病
死
仕
候
歳
四
十
八

河
野
平
之
丞
養
子
惣
領

慶
應
三
丁
卯
年
五
月
十
二
日
（
十
代
目
）
河
野
良
賢

九
代
目
平
之
丞
某
は
、
（
元
治
元
年
力
、
一
八
六
四
）
『
寄
合
御
雷
師
惣
名

豊
前
守
殿
被
仰
渡
候
同
年
九
月
十
三
日
（
拾
頭
）
浅
姫
君
様
御
産
御
用
相

勤
侯
二
付
黄
金
五
枚
被
下
置
候
旨
於
土
圭
之
間
青
山
下
野
守
殿
被
仰
渡

拝
領
仕
候
且
御
産
後
御
容
躰
被
為
在
常
磐
橋
御
住
居
江
詰
切
骨
折
相
勤
候

一
一
付
別
段
白
銀
弐
拾
枚
被
下
置
候
旨
於
同
席
御
同
人
被
仰
渡
拝
領
仕
候
天

保
二
年
辰
正
月
廿
四
日
病
死
仕
候
歳
四
十
四

前
井
高
歳
附
』
（
多
門
櫓
四
○
○
七
五
）
に
、

高
五
百
石
河
野
平
之
丞

子
歳
四
拾
五

と
あ
り
、
『
由
緒
書
』
の
事
蹟
の
中
に
蓄
髪
の
こ
と
が
あ
る
。
文
久
二
年
（
一

（
四
）

八
六
二
）
、
幕
府
は
こ
れ
ま
で
禁
止
し
て
い
た
医
師
の
蓄
髪
を
許
し
た
。
『
瞥

師
改
革
之
留
』
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
二
二
○
’
二
九
）
の

中
に
、
こ
の
触
れ
と
共
に
『
蓄
髪
名
改
願
相
済
候
名
前
蓄
髪
名
改
候
者
』

と
い
う
蓄
髪
が
許
可
さ
れ
た
医
師
の
一
覧
が
あ
る
。
河
野
平
之
丞
某
も
、

寄
合
醤
師

五
百
石
河
野
平
之
丞

文
久
三
亥
正
月
蓄
髪
願
済

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
史
料
の
『
御
圏
師
名
前
』
と
い
う
部
分
に
も
、

（
文
久
三
年
）
亥
正
月
蓄
髪
願
済

五
百
石
河
野
平
之
丞

と
、
文
久
三
年
正
月
に
蓄
髪
願
を
出
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

》
（
》
Ｑ『

由
緒
害
』
を
提
出
し
た
十
代
目
良
賢
某
は
、
次
の
『
養
子
願
』
に
よ
り
、

養
父
（
兄
）
平
之
丞
が
病
身
で
、
し
か
も
男
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
養
子

と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
慶
応
二
年
十
二
月
十
八
日
『
寄
合
医
師
河
野
平
之
丞
養
子
願
』

（
多
門
櫓
六
三
五
）

（
「
」
内
懸
紙
）

「
寄
合
御
醤
師

弟
順
養
子
願
河
野
平
之
丞
」

養
子
奉
願
候
覚
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『
由
緒
書
』
に
は
九
代
目
平
之
丞
が
病
死
し
た
と
し
か
見
え
な
い
が
、
次

の
『
跡
目
願
』
よ
り
持
病
の
「
澗
症
眩
量
」
が
悪
化
し
、
『
由
緒
書
』
の
提

出
し
た
五
月
十
二
日
の
前
日
十
一
日
戌
の
中
刻
（
化
後
八
時
頃
）
に
死
亡
し

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
次
の
史
料
は
、
一
つ
の
請
求
番
号
の
中
に
同
内
容

の
文
書
が
二
通
入
っ
て
い
る
。

寄
合
御
雷
師

高
五
百
石
（
九
代
目
）
河
野
平
之
丞

寅
四
拾
七
歳

養
子
奉
願
候
者

弟
（
十
代
目
）
河
野
良
賢

寅
四
拾
一
歳

私
儀
近
年
病
身
罷
成
病
證
眩
最
強
別
而
相
勝
不
申
候
二
付
色
々
養
生
仕
候

得
共
今
以
同
篇
｝
一
而
未
全
快
仕
御
奉
公
可
相
勤
体
無
御
座
候
然
ル
処
未
タ

男
子
無
御
座
候
二
付
右
良
賢
儀
年
来
盛
業
茂
出
精
罷
在
候
間
弟
之
績
ヲ
以

養
子
被
仰
付
被
下
度
奉
願
尤
右
之
外
同
性
（
姓
力
）
遠
續
之
者
之
内
ニ
茂

養
子
可
奉
願
相
應
之
者
無
御
座
候
二
付
右
良
賢
儀
順
養
子
被
仰
付
被
下

候
様
奉
願
候
以
上

寄
合
御
瞥
師

慶
應
二
丙
寅
年
十
二
月
十
八
日
河
野
平
之
丞
（
印
）
潅
捗

遠
山
松
平
本
多
保
科
立
花
平
岡
京
極

信
濃
守
殿

豊
前
守
殿

能
登
守
殿

弾
正
忠
殿

出
雲
守
殿

丹
波
守
殿

主
膳
正
殿

三
（
慶
応
三
年
）
卯
五
月
十
二
日
『
寄
合
医
師
河
野
平
之
丞
跡
目
願
』

（
多
門
櫓
三
○
三
○
一
）

（
「
」
内
端
裏
書
）

「
死
帳
留
□
□
奉
奈
佐
口
之
進

寄
合
御
雷
師

跡
目
願
井
上
俊
睦
」

奉
願
侯
覚

寄
合
御
醤
師

高
五
百
石
（
九
代
目
）
河
野
平
之
丞

卯
四
十
八
歳

養
子
惣
領

御
目
見
未
仕
候
（
十
代
目
）
河
野
良
賢

卯
四
十
二
歳

右
之
外
男
子
無
御
座
候

右
平
之
丞
儀
去
寅
年
十
二
月
澗
症
眩
量
二
而
相
煩
罷
在
候
虚
其
後
追
を
疲

労
強
罷
成
養
生
不
相
叶
昨
夜
戌
中
刻
病
死
仕
候
右
養
子
良
賢
江
家
督
無
相

違
被
下
置
被
様
奉
願
候
段
存
生
之
内
私
江
申
置
候
依
之
右
之
段
申
上
侯
以

上

（
慶
應
三
年
）
寄
合
御
書
師

卯
五
月
十
二
日
井
上
俊
睦

参
考
文
献

（
一
）
曲
直
瀬
家
に
つ
い
て
は
、
高
橋
正
彦
「
曲
直
瀬
道
三
文
書
に
つ
い

て
」
（
『
史
学
』
三
六
‐
一
・
三
、
二
三
九
’
二
四
○
頁
、
一
九
六

三
）
、
同
「
慶
応
義
塾
所
蔵
曲
直
瀬
文
書
に
つ
い
て
」
（
『
漢
方

の
臨
床
』
三
四
‐
一
二
、
一
九
八
七
）
、
矢
数
道
明
『
近
世
漢
方
医
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（
ｇ
医
師
の
剃
髪
・
蓄
髪
に
つ
い
て
は
、
富
士
川
瀞
「
医
者
の
風
俗
‐
一

（
「
富
士
川
瀞
著
作
集
』
三
、
三
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頁
、
思
文
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一
九
八
○
）
、
同

「
後
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艮
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先
生
」
（
『
富
士
川
勝
著
作
集
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四
七
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ｌ
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思
文

閣
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九
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○
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学
冗
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幕
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医
者
」
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興
国
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、
一
九
七
六
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、
深
瀬
泰
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「
歩
兵
屯
所
の
医

師
た
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医
学
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用
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史
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五
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参
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学
史
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曲
直
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道
三
と
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の
学
統
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著
出
版
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曲
直
瀬
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今
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路
家
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代
の
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解
説
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九
八
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宗
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曲
直
瀬
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朔
の
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『
日
本
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史
学
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誌
』
三
四
‐
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頁
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、
一
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小
曽

戸
洋
「
曲
直
瀬
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安
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家
の
人
々
ｌ
麻
布
天
真
寺
に
遣
存
す
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資

料
等
か
ら
ｌ
」
（
『
漢
方
の
臨
床
』
三
四
！
一
二
、
一
九
八
七
）
、
同

ヨ
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
人
々
』
補
遺
ｌ
曲
直
瀬
正
貞
の
墓
碑
銘
Ｉ
」

（
『
漢
方
の
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床
』
三
五
’
四
、
一
九
八
八
）
、
同
「
曲
直
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養
安
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家
の
末
畜
」
（
『
漢
方
の
臨
床
』
三
六
，
一
○
、
一
九
八
九
）
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編
集

部
「
曲
直
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道
三
の
弟
子
達
」
（
『
漢
方
の
臨
床
』
三
四
‐
一
二
、

一
九
八
七
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な
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参
照
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（
一
こ
江
戸
幕
府
の
正
史
で
『
徳
川
実
紀
』
一
○
冊
。
『
続
徳
川
実
紀
』

五
冊
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
、
吉
川
弘
文
館
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徳
川
実
紀
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編
『
徳
川
実
紀
索
引
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三
冊
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吉
川
弘
文
館
）
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一
己
こ
の
索
引
は
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幕
府
普
請
奉
行
編
、
朝
倉
治
彦
解
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・
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修
『
江

戸
城
下
変
遷
絵
図
集
』
全
二
○
巻
（
原
書
房
）
の
別
巻
二
巻
の
内

一
冊
で
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る
。

皇
）
河
野
平
之
丞
の
印
と
花
押
を
示
す
。
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